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１．研究背景  

 2020 年 5 月，和歌山県串本町の漁港ではカツオの不漁に見舞われ[1]，その問題は現在も報告されている[2]。

その背景の 1 つとして関わっているのが黒潮大蛇行と呼ばれる自然現象であり，これにより本来水温変化の

激しい漁場で育成するはずのカツオが，水温変化の要因である黒潮の潮流変化によって漁場がカツオに適し

た育成環境にならず，結果として現れるカツオが減ってしまったのが上記事態の概要とされている。水温変化

は生物以外にも，海底堆積汚泥（ヘドロ）における有機物含有率の変化にも影響を与えることが既往研究より

確認されている[3]など，水温のデータは環境影響を検討する上で注目すべき要素となっている。 

 本研究では，この水温変化を表計算ソフト上でシミュレートすることを提案，海上保安庁・海洋情報部 HP

（https://www.kaiho.mlit.go.jp/）より表面海水温のデータを集計し，表面海水温の変動パターンを数式化するこ

とで，今後起こりうる環境影響を事前に察知する簡易システムの作成を提案する。 

２．条件設定（1）： 実測値に基づく表面海水温変動パターン 

 本研究では，海上保安庁・海洋情報部 HP にて公開されている海洋速報・水温水平分布図を参考に，和歌山

県御坊市周辺の表面海水温を調査，目視にて読み取ったデータを表計算上で集計し，表面海水温の推移より算

出された 4 次近似式から表面海水温の予測を試みた。なお，和歌山県御坊市を対象としたのは自身が所属する

和歌山工業高等専門学校があることに由来する他，本研究データを地域還元するための意図もあることを付

け加えておく。対象とした期間は 2007 年および 2017～2021 年であり，これは現状 1年分のデータが揃ってい

る最新の条件 5年分を選んだこと，また 1年分のデータが存在する年代の中で最も古いデータが 2007 年だっ

たことに由来している。 

３．実測値に基づく表面海水温変動パターンの数式一覧  

 2007年および2017～2021年における表面海水温の推移を近似式化した物が以下の式(1)～(6)である。なお，

有効数字は 3桁に設定している。 

2007 年：Y≒1.86×10-9×X4―3.59×10-6×X3＋1.39×10-3×X2－1.28×10-1×X＋21.00 ……………………(1) 

2017 年：Y≒7.20×10-9×X4－7.74×10-6×X3＋2.38×10-3×X2－1.97×10-1×X＋19.75 ……………………(2) 

2018 年：Y≒7.92×10-9×X4－8.06×10-6×X3＋2.38×10-3×X2－1.85×10-1×X＋18.57 ……………………(3) 

2019 年：Y≒3.38×10-9×X4－4.75×10-6×X3＋1.62×10-3×X2－1.29×10-1×X＋18.35 ……………………(4) 

2020 年：Y≒7.04×10-9×X4－7.91×10-6×X3＋2.57×10-3×X2－2.36×10-1×X＋21.10 ……………………(5) 

2021 年：Y≒5.01×10-9×X4－6.31×10-6×X3＋2.13×10-3×X2－1.93×10-1×X＋20.57 ……………………(6) 

これらの計算式を基にシミュレートされた表面海水温の最大値および最小値，またそれぞれの数値が発現す

る可能性がある日付を，実測値と比較した結果が Table 1 である。最小値については 2007 年を除いて，実測値 

Table 1：シミュレート式による予想と実測値との比較 
表面海水温 

[˚C] 
2007 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 

温度 日付 温度 日付 温度 日付 温度 日付 温度 日付 温度 日付 

最小 
予想 17.6 02/26 14.9 02/25 14.3 02/20 15.4 02/19 14.6 03/03 15.4 03/01 
実測 16 03/16 14 03/23 14 02/23 15 02/22 14 03/06 15 03/30 

最大 
予想 26.9 09/12 26.4 08/31 26.4 08/30 26.5 09/10 26.5 09/09 26.3 09/06 
実測 29 08/28 29 08/21 28 08/07 28 08/19 29 08/26 28 08/18 
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との差を+1 ̊ C 未満に抑えた予測に成功している。しかし，最大値についてはどの条件でも+1.6～2.6˚C の数値

差が表れてしまい，現状の数式で最大値を推測する際には特性値補正が求められると言える。また海水温が発

現される日付の予想についても，2018～2020 年における最小値においては 3 日の誤差に抑えた予測に成功し

ているが，それ以外の条件や最大値においては 14～29 日遅い計算結果を示すこととなった。このことについ

ても数値補正が必要と考えられる。 

４．条件設定(2)：2022 年版表面海水温変動シミュレーター 

 式(1)～(6)を参考に，本項では 2022 年における表面海水温変動パターンの予測式を作成した。作成に際し

ては以下の点に留意している。 

・1 月分は実測値を 31 日まで集計し，当てはめている。 

・3 月 24 日現在までの最小値を調べ，当てはめている（今回は 3 月 15 日の 14˚C を使用）。また，予測式作

成に際しては設定で最小値の場所を必ず通過する形で作図するようにした。 

・これまで集計したデータにおいて，1 月と 12 月の平均海面水温における数値差は+2～4˚C を示すことが多

かったことから，12 月 1 日の温度を 1 月の平均海面水温である 16.6˚C に+3˚C した値を使用した。併せて

365 日目も 1 月の平均海面水温を数値として使用した。 

・数式において最大値を示す日付は 8/30～9/12 に集中していたので，その平均に当たる 9 月 6 日を想定。温

度と仮定する数値についても，Table 1 に示した予想温度最大値の平均値である 26.5 ˚C を使用した。 

以上を踏まえて作成したのが式(7)である。なお，こちらも有効数字を 3 桁に設定している。 

2022 年：Y≒3.36×10-10×X4－2.98×10-6×X3＋1.44×10-3×X2－1.52×10-1×X＋18.56 ……………………(7) 

この式を基に，実測値との比較および表面海水温が最も高くなる時期

を予測した結果が Table 2 である。最小値の予測が出来ている一方で日

付に 1 週間程の誤差が現れる結果となった。また最大値については計算

上 9 月 27 日となっているものの，前項でも提言した特性値補正を考慮

すると最大で 29 日早まる可能性が考えられる他，水温についても 25.4 

˚C から最大で 2.6˚C 増える可能性を推察している（Fig. 1）。そのため，

今後は実際の 8～9 月における表面海水温に注目していく。 

５．結言  

 表計算ソフトを用いた簡易海水温予測において，実測値の一部を

使用した変動パターンの数式化は可能と分かった。しかし，現状の

数式では水温の最大値およびその水温が発現される日付について，

必ず最大で+2.6˚C の誤差および最大で 29 日のズレが生じることが

確認された。そのため，予測に際しては条件設定の再考が求められ

るが，上記の誤差を特性値として考え，算出結果に対して数値を補

正することで式を活用することも現状は可能だと検討している。 
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Fig. 1：2022 年表面海水温変動予測 
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Table 2：シミュレートによる予想 
表面海水温 

[˚C] 
2022 年 

温度 日付 

最小 
予想 14.0 03/08 
実測 14 03/15 

最大 
予想 25.4 09/27 
実測 ― ― 
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